
「勝利」のために
今年も関東学生

馬術三大大会が無
事終わり、三種目
総合優勝を12連
覇に伸ばすことが
出来ました。これ
も日頃より日本大

学馬術部の活動にご理解、ご協力を頂いてい
る大学関係者の皆様、OB、OG、学生の保護
者、日本大学馬術部関係者の皆様、誠にあり
がとうございます。

今回の試合結果としましては、納得のいくも
のではございませんでした。馬場馬術競技、総

合馬術競技では、団体、個人共に優勝すること
ができたものの、障害飛越競技は団体、個人
共に優勝を逃してしまいました。しかし、この結
果から、学生には「勝つ」ということへの意識を
今一度深く考え直す良い機会になるのではない
でしょうか。ここからさらに日本大学馬術部とし
てステップアップする、そのために今学生たちに
何が足りないのか、勝利に対して執念を持って
取り組んでほしいと思います。私たち日本大学
馬術部としての目的は、「三種目総合優勝を含
む完全優勝」です。そのことをよく理解し、邁
進してほしいです。

私は日常の行動全てが馬術の術に通じるとい

うことを考えており、学生たちには日頃からこの
「術」の部分を指導しております。これは馬術
部の指導方針であり、部では馬術の技術だけで
なく、4年間を通して人間力を高めてほしいとい
う思いからです。人間力が求められる現代社会
において、即戦力となれる人材を育てることも
また、私の大事な責務の一つであります。

これらのことを踏まえて、秋に行われます、全
日本学生馬術三大大会では「三種目総合優勝を
含む完全優勝」を果たすために少ない準備期間と
はなりますが、しっかりと改善、そして更なる向
上に努めてまいりますので、今後とも学生へのご
指導、ご鞭撻のほど宜しくお願い申し上げます。

監督  諸岡  慶

第72回第72回
関東学生馬術三大大会関東学生馬術三大大会三種目総合三種目総合でで12連覇12連覇!!!!

今年の関東学生馬術三大大会では、馬場馬
術競技、総合馬術競技で団体優勝、馬場馬術
競技では4年楠本と桜陽が、総合馬術競技で
は吉田と桜里が個人優勝を果たし、三種目総
合で12連覇を達成しました。

初日に行われた障害飛越競技では、4年楠
本將斗＆桜真、2年大池駿和＆桜妃が減点0、
4年瀬川裕哉＆桜望、4年吉田ことみ＆桜艶が
減点4、4年鷹見優＆桜魂が惜しくも失権とい
う結果でそれぞれ一走行目を終え、二走行目
で楠本が1落下し総減点4で3位入賞、吉田が
総減点8で8位、瀬川が総減点8で9位、大池
が総減点16で13位という個人の結果となりま
した。団体では、1位の早稲田大学と2位の明
治大学に2点差をつけられ3位という結果とな
り、次への課題が多く残るものとなりました。

2日目に行われた馬場馬術競技では、個人・
団体共に優勝することが出来ました。楠本將
斗&桜陽が安定した演技を披露し、66.654％
で見事個人優勝を果たしました。3位に3年
Anna Bortnik＆桜鷹で64.731％、5位に瀬川
裕哉&桜宇で63.846％。7位に中込樹＆桜囁
という結果でした。障害飛越競技での悔しさ
を晴らすような圧倒的な演技で団体優勝を飾

りました。
最終種目の総合馬術競技では、最初の調教

審査でAnna Bortnik＆桜彩が72.03％でトッ
プ通過、3位に吉田ことみ＆桜里の全学優勝
コンビが69.71％、4位に楠本將斗＆桜豹が
69.57％、5位に瀬川裕哉＆桜焔が68.12％と
続き、12位に4年細川由妃＆桜恋が64.42％
と好スタートを切りました。耐久審査では、
タイムの厳しいコースとなっていて減点0で
ゴールするためには、安全にかつスピードが
求められる難しいコースで技術とペース配分
がカギとなっていました。そんな中、楠本＆
桜豹が最速タイムでゴールをすると、続く瀬
川＆桜焔、吉田＆桜里も減点0でゴールし、耐
久審査を終えた時点で全学優勝コンビの吉田
＆桜里がトップに躍り出ました。最後の余力
審査はリバースオーダーで行われ、1位から5
位まで1落差もない緊張感のある展開でした
が、吉田＆桜里が素晴らしい走行を見せ減点
0、見事個人優勝を果たし、瀬川＆桜焔も減
点0で3位入賞、耐久・余力ともに減点がつい
てしまったAnnaBornik＆桜彩が5位入賞、余
力で惜しくも2落下をした楠本＆桜豹が6位、
細川＆桜恋が14位という個人成績で、団体で

は合計減点99.4点と、出場団体中唯一の2桁
減点で収めて優勝しました。

3種目総合では1000点という点数をたたき
出し2位の明治大学に200点以上の差をつけ
て優勝を飾りました。

初日の障害飛越競技では、実力を発揮する
ことができず悔しい結果となってしまいまし
たが、翌日の馬場馬術競技、最終種目の総合
馬術競技ではその悔しさをバネに思う存分実
力を発揮できたと思います。このような素晴
らしい経験をし、学びにつなげることができ
たことは監督・コーチの方々をはじめ、いつ
も応援してくださるOB・OGの皆様、そし
て今大会を運営してくださった大会関係者の
皆様のご尽力あってのものです。部員一同心
から感謝申し上げます。秋に行われます、全
日本学生馬術三大大会におきましては、今大
会で達成できなかった、私たちの目標である

「3種目完全優勝」をするため、そして連覇を
「12」に伸ばすために、今まで以上に部員一
同気を引き締めて、日々精進いたしますので、
ご声援、ご鞭撻のほど宜しくお願い申し上げ
ます。
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5月5日から8日にかけて、山梨県馬術競
技場にて第43回全日本ヤング総合馬術
大会2022が行われました。瀬川裕哉＆
桜焔が個人優勝を果たし、瀬川は昨年に
続いて2連覇を果たしました！また、エル
メス賞として桜焔に合わせてフィッティン
グしていただいた鞍が贈呈されました。

全日本ヤング
総合馬術大会

第73回 関東学生賞典総合馬術競技　優勝
第57回 関東学生賞典障害飛越競技　８位

今回は桜陽、桜真、桜豹で３種目に出させて頂きました。馬場ではベテランの桜
陽のおかげで勝つことができ満足しています。障害、総合では自分のメンタルの
甘さ、詰めの甘さによって勝ちきれない部分があったので全日本までは自分自身
のメンタル強化に重きを置いて団体、個人共に獲れる選手を目指して頑張ってい
きたいと思います。

第57回 関東学生賞典馬場馬術競技　優勝
第57回 関東学生賞典障害飛越競技　３位
第73回 関東学生賞典総合馬術競技　６位
4年　楠本　將斗　桜陽、桜真、桜豹 関東学生賞典障害馬術競技には桜艶と、関東学生賞典総合馬術競技には桜里とコ

ンビを組んで出場させていただきました。障害飛越競技では８位。総合馬術競技で
は優勝という結果でした。雨が降ったり、とても蒸し暑かったり、足場が悪かったり
と大変なコンディションの中で頑張ってくれた２頭と、支えて下さった方々のおかげで
す。とても感謝しています。この結果に満足することなく、秋の全日本学生に向けて、
これからも毎日練習に励みたいと思います。今回は本当にありがとうございました。

4年　吉田　ことみ　桜里、桜艶

今回は桜鷹と桜彩の２頭で２種目に出させていただきました。馬場馬術競技に個
人で３位、総合馬術競技に個人で５位、そしてそれぞれの競技で団体優勝をする
ことが出来ました。桜鷹と今までで一番良い演技を披露出来て、とても嬉しかっ
たです。桜彩と学んだことを生かして、馬場競技を１位で終わらせました。しか
し、馬の健康状態を意識しながら、クロスカントリーを全速力で走らずに、タイ
ム減点になってしまいました。障害競技ではまた新しい課題を見つけて、次回は
ミスがないように練習を続けたいと思います。これから、馬の状態やトレーニン
グの細部にまでこだわって、全日本学生大会に向けて頑張りたいと思います。

第57回 関東学生賞典馬場馬術競技　３位
第73回 関東学生賞典総合馬術競技　５位
3年　Anna Bortnik　桜鷹、桜彩

昨年に引き続き、今年も３種目3頭で出場させていただきました。3種目とも個人
優勝の可能性がある馬たちでしたが、自分の実力が足りず不甲斐ない結果に終
わり、乗せてもらった馬に申し訳ない気持ちが残る試合となってしまいました。学
生馬術最後の年になるので、秋の全日本学生ではどの馬でも満足のいく結果を
残し、3種目個人団体優勝を目標に日々精進していきます。

第73回 関東学生賞典総合馬術競技　３位
第57回 関東学生賞典馬場馬術競技　５位
第57回 関東学生賞典障害飛越競技　９位
4年　瀬川　裕哉　桜焔、桜宇、桜望

第
43
回

日大
魂!

1 位	 瀬川　裕哉　　桜焔
出場	 吉田ことみ　　桜里
	 楠本　將斗　　桜空



川島 洋哉
北海道浦河高等学校
スポ―ツ科学部 競技スポーツ学科

い つもお 調
子 者 の 洋 哉
くん。やる時
はちゃんと仕
事を完璧にこ
なします！

菅野 玲眞
都立桜町高校
スポ―ツ科学部 競技スポーツ学科

か っ こ よ く
て、率先して
動いてくれて
いる、りょう
まくん。いつ
も元気です！

西山 利衣愛
東京農業大学第二高等学校
生物資源科学部 獣医学科

獣 医を学 び
ながらもルル
の事もこよな
く愛してくれ
る、 りいあ
ちゃん。誰よ
りも真面目で
す！

西川 クレア 輝
北海道静内農業高等学校
生物資源科学部 動物資源科学科

馬のマッサー
ジを毎 日 欠
かさず行って
いる、あきら
ちゃん。いつ
も周りを見て
行動していま
す！

川添 仁胤
茨城県立真壁高等学校
生物資源科学部 国際地域開発学科

時 間 にル ー
ズな、つぐく
ん。でもちゃ
んと仕 事 は
しっかりやっ
てくれます！

冨田 木乃香
山梨県帝京第三高等学校
スポ―ツ科学部 競技スポーツ学科

シドニーが大
好きな、この
かちゃん。誰
にも負けない
くらい馬を愛
しています！

浅野 華菜
愛知県立日進高等学校
スポ―ツ科学部 競技スポーツ学科

学 校も一 生
懸命こなし、
担当馬をこよ
なく愛する、
は る ぴ ー 。
ど んな 状 況
下でも対応し
て動いていま
す！

宇佐美 颯人
日本大学第一高等学校
生物資源科学部 動物資源科学科

勉 強 も馬 の
ことも 一 生
懸 命な宇 佐
美くん。コン
くん へ の 愛
は止まりませ
ん！

上田 龍輝
京都府立鳥羽高等学校
生物資源科学部 食品ビジネス学科

い つも効 率
的 に 考 えて
行動して頼り
になる存在。
オンとオフの
切り替えは誰
よりも出来ま
す！

奥田 記枝
三重県髙田高校
生物資源科学部 食品ビジネス学科

誰よりも仕事
をこなす、き
えちゃん。試
合でもみんな
から頼られる
存在です。

藤本 道子
NHK学園高等学校
生物資源科学部 食品ビジネス学科

よく不 思 議
な一 面 が 出
てくる、みっ
ちー。 でも
誰よりも率先
して 作 業 な
ど取り組んで
います！

井上 明大
敬愛高校
生物資源科学部 生命化学科

ロ ジ の こと
が 大 好 きな
井 上 く ん 。
担 当 馬だけ
で なく幹 事
の 役 割 も頑
張ってくれて
います！

川野 剛
茨城県立水戸商業高等学校
スポ―ツ科学部 競技スポーツ学科

一 年 生 の
エースでみん
な の 先 頭 に
立ちます。馬
に乗ることが
上 手 い だ け
でなく、作業
もこなしみん
なから信用さ
れています！

西 悠太
同朋高等学校
生物資源科学部 国際地域開発学科

ソルクスのこ
とが 大 好 き
な西くん。い
つもポジティ
ブ で 同 期 の
皆んなを優し
く支えてくれ
る 欠 か せ な
い存在です！

加藤 千佳
岐阜県立加茂農林高等学校
生物資源科学部 国際地域開発学科

馬と学 校 の
両 立 が でき
る、ちかちゃ
ん。 担当馬
の 手 伝 い は
誰よりも率先
してやってま
す！

板垣 翔明
東金高高等学校
生物資源科学部 獣医学科

1年生の最年
長です！重機
の 運 転 や担
当 馬 など い
ろん な 面 で
一 生 懸命 頑
張ってくれま
す！

2022年 新入生紹介 今年は16名のメンバーが新たに加わりました！



令和４年度
後 期 行 事 予 定
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学部

六会中学校

小田急江ノ島線

日本大学
馬術部

MAP

★

六会日大前

MAP

合宿所・馬場

駅より
  徒歩 5分

○編集担当：松尾 ゆずか　堀坂 七菜子　長田 結愛

卒業生の主な就職先

●日本大学 
●JRA日本中央競馬会 
●地方競馬全国協会 
●株式会社乗馬クラブクレイン 
●福井工業大学 
●獣医師 
●株式会社P&Pホールディングス 
●SMBC日興証券 
●公益社団法人日本馬事協会 
●ノーザンファーム 
●有限会社松風馬事センター 
●東海道旅客鉄道株式会社 
●日本馬事普及

（順不同）

日本大学馬術部
ホームページ Facebook Youtube Instagram Twitter

 8月
●8月2日㈫～3日㈬

第一回トライアウト
（日本大学馬術部合宿所）
●8月8日㈪～11日㈭

総合馬術プログレス強化合宿
（山梨県馬術競技場）
●8月12日㈮～21日㈰

全日本ジュニア障害馬術大会2022
（山梨県馬術競技場）
●8月26日㈮～28日㈰

全日本ジュニア総合馬術大会2022
（山梨県馬術競技場）

 9月
●9月2日㈮～4日㈰

関東学生馬術争覇戦
（津久井競技場）
●9月4日㈰

学生馬術東西対抗競技会
（津久井競技場）
●9月17日㈯～18日㈰

9月ホーストライアル
（三木ホースランドパーク）
●9月24日㈯～25日㈰

全日本ジュニア馬場馬術大会2022
（御殿場市馬術・スポーツセンター）

 10月
●10月6日㈭～10日㈪

栃木国体
（地方馬術教養センター）
●10月14日㈮～16日㈰

全日本総合馬術競技大会2022
（山梨県馬術競技場）

 11月
●11月１日㈫～６日㈰

全日本学生馬術三大大会2022
（三木ホースランドパーク）
●11月11日㈮～13日㈰

全日本馬場馬術大会2022 Part1
（御殿場馬術・スポーツセンター）
●11月25日㈮～27日㈰

関東学生馬術男子競技大会・
女子競技大会

（津久井競技場）

〒252-0813
神奈川県藤沢市亀井野840
TEL:0466-81-0288
FAX:0466-81-8885

▲ e-mail
nihonndaigakubajyutubu@gmail.com

（4年） 楠本　將斗
スポーツ科学部 競技スポーツ学科

（4年） 瀬川　裕哉
スポーツ科学部 競技スポーツ学科

（4年） 鷹見　優
生物資源科学部 国際地域開発学科

（4年） 中込　樹
生物資源科学部 国際地域開発学科

（4年） 大澤　将司
生物資源科学部 動物資源科学科

（4年） 吉田ことみ
スポーツ科学部 競技スポーツ学科

（4年） 細川　由妃
生物資源科学部 食品ビジネス学科

（4年） 堀坂七菜子
生物資源科学部 生命農学科

（4年）松尾ゆずか
スポーツ科学部 競技スポーツ学科

（4年） 西尾　純怜
生物資源科学部 獣医学科

（4年） 澤登ちほみ
生物資源科学部 動物資源科学科

（4年） 坂井　千優
生物資源科学部 動物資源科学科

（3年）長田　結愛
生物資源科学部 国際地域開発学科

（3年） Anna Bortnik
生物資源科学部 国際地域開発学科

（3年） 小濱　千晴
生物資源科学部 食品ビジネス学科

（3年） 原田　実和
生物資源科学部 獣医学科

（3年） 荒木　美緒
スポーツ科学部 競技スポーツ学科

（3年） 堤田　尚志
生物資源科学部 国際地域開発学科

（2年） 藤田　華暖
生物資源科学部 国際地域開発学科

（2年） 越後　りの
スポーツ科学部 競技スポーツ学科

（2年） 濱田　駿
生物資源科学部 食品ビジネス学科

（2年） 村山　駿哉
スポーツ科学部 競技スポーツ学科

（2年） 飯隈　亮介
生物資源科学部 食品ビジネス学科

（2年） 横山　雄太
スポーツ科学部 競技スポーツ学科

（2年） 大池　駿和
スポーツ科学部 競技スポーツ学科

（1年） 上田　龍輝
生物資源科学部 食品ビジネス学科

（1年） 川島　洋哉
スポーツ科学部 競技スポーツ学科

（1年） 川添　仁胤
生物資源学部 国際地域開発学科

（1年） 川野　剛
スポーツ科学部 競技スポーツ学科

（1年） 菅野　玲眞
スポーツ科学部 競技スポーツ学科

（1年） 西　悠太
生物資源学部 国際地域開発学科

（1年） 板垣　翔明
生物資源科学部 獣医学科

（1年） 井上　明大
生物資源科学部 生命化学科

（1年） 宇佐美颯人
生物資源科学部 動物資源科学科

（1年） 浅野　華菜
スポーツ科学部 競技スポーツ学科

（1年） 奥田　記枝
生物資源科学部 食品ビジネス学科

（1年） 加藤　千佳
生物資源学部 国際地域開発学科

（1年） 冨田木乃香
スポーツ科学部 競技スポーツ学科

（1年） 西川クレア輝
生物資源科学部 動物資源科学科

（1年） 西山利衣愛
生物資源科学部 獣医学科

（1年） 藤本　道子
生物資源科学部 食品ビジネス学科

部員紹介41名の


